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Abstract 


An éntomological survey was carried out from 4th to 9th August, 1972 in Meshima 
and Oshima of the Danjo Islands which consist of five small islands, Oshima, Kuroki- 
jima, Nakanoshima, Hanagurijima and Meshima. The islands situate at 32° NL and 128? . 
22' EL in East China Sea, about 170 km west from Akune, Kagoshima Kyushu, Japan. 

The following 16 species of medically important insects were collected, 12 of which 
were found to be newly recorded from Meshima and/ or Oshima: 

Anopheles sinensis Wiedemann, Aedes albopictus (Skuse), Aedes nipponicus LaCasse and. 
Yamaguti, Aedes. togoi (Theobald), Culex tritaeniorhynchus summorosus Dyar, Lucilia porphyrina 
Walker, Parasarcophaga misera (Walker), Tricholiproctia seniorwhitei (Ho), Tabanus kanoi Murdoch 
and Takahashi, Onychostylus pallidolus (Shiraki), Periplaneta japanna Asahina, Periplaneta fuli- 
ginosa Serville, Margattea sp., Eobia chinensis Hops, Eobia cinereipennis DSE and Paede- 
rus fuscipes Curtis. | 

A considerable number of the Hae of Aedes togoi were found in every brackish po- 
ols just above high tine: The female was not a trouble-some biter in the islands, As no 
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plausible mammalian host except two species of rats was found, the main hosts of this. 
mosquito might be wild birds which were abundant in the islands. 

Tabanus kanoi, the commonest and trouble-some biter in the islands, will take usually 
a blood meal from the wild bird. On the basis of that a plenty adult were found in the 
islands and of that all of the five females dissected were parous, it was assumed that 
Tabanus kanoi might have an ability to produce autogenous eggs before taking the first 
blood meal as shown in  Tabanus iyoensis Shiraki by Watanabe and Kamimura (1971). 

A considerable number of the larvae of Culex tritaeniorhynchus summorosus and only one 
pupa of Anopheles sinensis which usually preferred open ground pool, such as paddy-field 
were found in a cemented water container located in a forest at Meshima. In view of 
the geographical and meteorological situations of this islands, it seems to be likely that 
these mosquito might breed only temporarily in the islands. As a matter of fact, two 
butterflies, Lampides boeticus Linne and Vanessa indica Herbst, one moth, Hypocala subsature 
Guenee and one dragonfly, Pantala flavescens Fabricius, which were apparently considered 


to be air-borne insects, were captured in the islands during the period of the present 


survey. 
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1972 年 8 月 4 日 か ら 8 月 9 日 まで 長崎 県 生物 学会 に 
よっ て 男女 群島 の 学術 調査 が お こと こ な わ れ た . と れ ま で 
—. 数 回 (江崎 抑 三 等 1937, 加藤 陸奥 雄 等 1968) 本 群島 

の 動物 調査 が お と な われ た が 衛生 昆虫 を 主体 に し た 調 
査 は な く , 僅か 数 種 の 衛生 昆虫 が 記録 きれ て いる に す 
ぎ な い . 一 般 に 離れ 小島 の 動物 相 は 貧弱 で 注目 すべ き 
種 は 少な い が , 本 群島 は 九州 南西 の 東 支那 海 C 位 置 し 
自然 の まま の 姿 で 今 尚 保存 され て お り , その 動物 相 は 
非常 に 興味 深い も の が ある . 著者 は 陸上 動物 班 の 一 員 
と し て 本 調査 に 次 加 し , BE, 女 島 で 昆虫 類 を 採集 , 
_ 観 察する 機会 を 得 た . 本 論文 は それ ら の 資料 に 基づき , 
主として 吸血 性 昆虫 の 発生 源 。 吸血 源 と に つい て 述べ , 
更に 海洋 飛来 に つい て も 考察 を 試み た | 

稿 を 進め る に 当り , 調査 中 協力 いた ゞ さい た 山口 鉄夫 
教授 (長崎 大 学 ) は じ め , 柿田 周 造 て 理科 セン ター) , 
BAE (長崎 大 学 熱 帯 医学 研究 所 ) , 浦田 明夫 (対馬 
高校 ) BE (和歌 山県 立 態 野 高校 ) , 野田 正美 , 吉田 
喜美 明 の 諸氏 に , 又 標本 の 局 定 を 心 よく お 引受 いた ゞ 
いた 朝 比 余 正二 郎 夫 士 (国立 予防 衛生 研究 所 ) , 高橋 
Wit (陸上 自衛 隊 衛 生 学校 ) 及び 人 篠 永 打 博士 (東京 
医科 歯科 大 学 ) に 深く 感謝 する 。 


男女 群島 の 地理 的 位置 と 動物 及び 植物 
男女 鏡 島 は 五島 列島 の 福江 島 か ら 南西 約 70km※ た あ 


& le 


り , 鹿児島 県 北部 の 阿久 根 市 の 西方 約 170km, 又 中 国 


kito L (Shanghai) か ら は 約 600km 離れ た 東経 


128°21? —25' 北緯 1559* へ ~32°3? に 位置 し て いる 
(Fig.1).、 と の 群島 は 約 10km に 互 っ て 北東 か ら 南西 
方 面 へ 男 島 (2.7km2), クロ キ 島 (0.15km?), 中 の 島 
(0.25km?) , ハ ナグ 『 り 島 (0.25km2) 女 島 (1.45krm2) 
の 順に 並ん だ 5 つの 島 か ら な っ て いる (Fig.2). 4B 
は 数 m か ら 十 数 mm の 海 触 崖 に 囲ま れ , 柱状 館 理 が 見 事 
に 発達 し , 人 を 寄せ つけ な い 絶 海 の 弧 島 で ある . 現在 


女 島 の 圧 台 に 数 人 が 交代 で 常 双 し て いる 以外 は 人 は 住 


ん で いな い 、. 
昆虫 類 は 約 70 種 が 江崎 等 (1936) や 加藤 等 (1968) 


に よっ て 記録 され て いる . 今回 の 調査 で は , 目下 整理 


中 で ある が 少な く と も 150 種 の 昆虫 類 が 採集 され て い 
る . 特に 珍し い 種 は 少な い が , 中 に は 九州 で は 珍し い 
フチ トリ アツ バ コ ガ ネ Phaeochrus asiaticus Lewis や 
カノ ウ テ アプ Tabanus kanoi Murdoch and Takahashi 
の 棲息 密度 が 驚く 程 高 い . 周 本 群島 に は 大 型 の 動物 は 
棲息 し な い が 十 数 種 の 鳥類 , 2 ORAM (ネズ ミ ) 
LERH (トカ ゲ , Ac) の 棲息 が 確認 さま され て いる . 


植物 は これ まで の 調査 で 約 160 種 が 記録 され , 外山 


等 (1968) に よる と 人 裸 子 植物 や ブナ 植物 の 大 樹 は 全く 
な く , 北限 と 思わ れる 植物 や 九州 で は 珍し い 植物 も 多 
い . 200m を 越え る 山 が 女 鳥 (283m) と 田島 (217m) 
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Fig. 1. Map 


(に あり , 中 腹 か ら 山頂 に か け て モク タチ パナ, マサキ, 


タプ な ご ど が 群生 し , 森林 内 は 薄暗い . 特 男 島 は 水量 . 
. が 豊富 で 林内 は 湿気 が 高く タブ や アコ ウ の 樹 に 大 き な 
オオ タニ ワタ リ が 着 生 し て いた . 


調査 日 程 

次 の 様 な 日 程 で 調査 が お と な われ た . 

8 月 4 日 , 佐世保 発 8 30 (海上 自衛 艦 “ お お と り ”) 
女 島 着 17:00, 前 浜 に 上陸, 海岸 に ベー スキ ャ ンプ 設 
営 . 19:00 か ら 22:00, 前 浜 で 夜間 採集 CREED 
中 光 灯 に 飛来 する 吸血 性 昆虫 の 採集 ) . 晴 , 26.9?C. 

8 月 5 日 女 島 発 8 :00 瀬 渡船 で 男 島 東風 泊 CEA 
塚 ) へ 渡る . 海岸 , 森林 内 で 採集 , 千 人 塚 の 海岸 で 野 
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採集 され た 衛生 上 昆虫 

陸上 動物 調査 班 8 名 が 各自 専門 分 野 を 採集 調査 する 
と 同時 に あら ゆる 動物 を 目撃 次 第 採集 し , お 互い 次 
料 の 交換 を お と な っ た . 今回 の 調査 で 棲息 が 確認 され 
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of the Danjo Islands 


営 , 夜 間 採集 .、 晴 , 26.8?C. 

8 月 6 日 FAR 9 :00 男 島 南 風 泊 へ 瀬 渡船 で 浪 
る . 海岸 , 森林 内 で 採集 . 18:00 女 島 の ベー スキ ャ ン 
プ へ 戻る . 燈台 で ライ トト ラッ プ を 仕掛 ける . 晴 , 
26.9°C, 

8 月 7 日 女 島 発 8:00 瀬 渡船 で 男 島 東風 泊 へ - 5 
島 で 最も 高い 山 (217m) を 谷川 に 沿っ て 登る . 途中 
樹 筒 , 娠 の 凹み の 小 溜 で 採集 , 同時 に 吸血 に 来る 表 を 
FE. 19:00 女 島 へ 戻る . 晴 , 27.7?C. 

8 月 8 日 女 鳥 各 地 で 採集 , 主として 前 浜 , 後 浜 の 


海岸 , 最高 峰 (283m) ^X*25. MOSH, 29,C. 


8 月 9 日 女 島 発 9:00 (海上 自衛 艦 " お おおとり" ぅ 
長崎 着 17:00 雨 . 26, 4?C. 


た 所 詩 衛 生 上 昆虫 は 次 の 16 種 で ある , 

“iB. Culicidae - E 
ジ シナ ハマ ダラ カ Ano pheles 5i nensis Wied, 
19 GB OBIE) 女 島 8 -VII- "72. 


Fig. 2. A view of Meshima seen from Mt. Oshima. 


Fie. 3. A flock of New caledonian brown gannet, Sula /eswogaster p'otus 


(Forster), at Oshima. 
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- ヒト スジ シマ カ 4zgey albopictus (Skuse) 
1099, 25 5, 38%, 1588, BBS ~ 7-W- 
"72. BENE 
599, 856, 691i, 交 島 8 -VI-*n2, 

シロ カタ ヤブ カ Aedes ni ranis LaCasse and 
Yamguti 

1299, 2 幼虫 ) FE T-W-'72. 

トウ ゴウ ヤブ カ Aedes togoi (Theobald) 

2599, 158 5, 93 幼 虫 , BB6~ 7 -W72 
(成虫 は いづ れ も 羽 北 さ せ た 標本 ) , 3592, 2683 
5845, 女 島 8-VI-^ T2 (ライ トト ラッ プ 採 集 し た 2 


29, 1 $ 及 び 吸 血 に 来 た 29 を 採集 し た 以外 G3 


北 さ せ た 標 本 )- 
コガ タ ア カイ エ カ Culex s tritaeniorky hus summorosus 


Dyar 


oe Seo ee EI 


化 さ せ た 標本 ) 8-772. 
クロ バエ 科 Calliphoridae | 
スネ iy カキ ン バ エ Lucilia porphyrina Walker 


18,222, BAT-W-'72. 5 99, 589, EC 


8 -MI-' 72. 海岸 で 普通 に 見 られ た . 
ニク バエ 科 Sarcophagidae | | 
ミセ ラー ニーク バエ Parasarccnhoga misera (Walker) 
$55, 19, BÈ T-W-2. 135 19, sel 
9 -MI-'72. ds 
オオ ニク バエ Trichviproctia sniorwhitei (uo). 
19; XE, 9-W-72.— 
アブ 科 Tabanidae 
カカ ノウ 7 7 T abanus panes Murdoch aad Takahashi 


499, 266, 8B, 6-VI-72.5 22, 3.385 


iE 8-W-'72. 本 群島 で 最も う る さい 吸血 性 星 虫 で | 


特に 男 島 に 多かっ た . 本 種 は 加藤 等 .(1968) の アブ の 
一 種 (Tabanus sp.) と 同一 種 で あろ う . 
a E V Jf Blattidae 
TAE cem 2c s Ue ian (Shira 
ki) 


TURR | 
ウル シゴ po J Peri planeta. japona . Asahina. 
19, 女 島 9-W-92. BACH. ! 

ーー クロ ゴキ ブリ Periplaneta fuliginosa Serville 


KBBEO RMD he 2 TV S BEER UI 
- が 採集 で き な か っ た . 加藤 等 (1968) は 本 種 を 女 島 と 


男 島 で 採集 し て いぬ 。 


19, 男 島 8 WW-?92. ア コウ の 木の葉 静止 . 近く 
DEO 5 SICAMOE rom SEE DIRAIS L | 


zd 7) DFE Margattza sp. 
12, "M ctas iiec 


個体 を 採集 . 


HIJE FG Ocdemeridas 

ヅ ググ ロカ ミキ リモ ドキ Eobia chinensis Hope 

AA 0 の キリ ドキ de. cinereipennis Mots, 

両 種 共 本 群島 に 多く , ライ トト ラッ プ で 多数 採集 き 

れ た . 夜間 採集 中 本 種 接触 する 機会 が 多く , 時 々 手 
首 に 水泡 が 出来 , や が て 水泡 が つぶ れ て 痛み を 感じ た . 

INAH ク DES Staphylinidae | 

アオ バア リガ タ ハネ カク タクシ Paederus fuscipes Curtis 
8 * ゃ , 女 島 8-M- 72. い づれ も ラ イト トラ ッ ZUG 
BS o 


吸血 性 昆虫 の 発生 源 と 吸血 源 
本 群島 に は と れ ま で (と ヒト スジ シマ カ と トウ ゴウ ヤ 


ブ カ の 棲息 が 加藤 等 (1968) に よっ て 報告 され て いる 


今回 新 に 4 WORMER K, EU zu 27 カ が 男 
BC, シナ ハマ ダ ラ カ と コガ タ ア カイ エ カ が 女 島 で , 


X, カノ ウ ア ブ が 両 鳥 で 採集 され た . KORA L 73 


01 知る 水域 は 樹 洞 (主として タブ , アコ ウ の 樹幹 ) 


谷川 の 岩 床 の 叫 み (BROS), 774 EDRO 
| bBo TORAH RIED sic) , 
(y, ビニ ー ル コッ プ な どの 人 工 容器 (主として 海岸 に 
打ち 上 げ ら れ た も の ) , コン クリ ー ト 水槽 (ABIES 


sp, ドラ ムカ 


附近 の 森林 と 山頂 に 数 個 が 放置 ) , 岸 大 の 水軍 な ど で 
グラ ンド プー ル (例え ば 水田 , 小川 , 下水 の 溜 ) は 全 
存在 し な か っ た 。 た ゞ し 男 島 は 水量 が 豊富 で 植物 の 


_ 生 育 が よく , あちこち 湖水, 谷川 が 見 られ た が 敷 の 


発生 に 適し た 溜 は な か っ た . 上 記 の 水城 は いずれ も ヤ 
ブ カ 類 の 好 発生 源 で , 特に 海岸 に は 大 小 の 岩礁 の 溜り 
(Fig. 7) が 多く トウ ゴウ ヤブ カ の 発生 が 至る 所 で 見 


られ た . 又 女 島 の 前 浜 に は 2 ケ所 井戸 が ある が いづ れ 


も 可 成り の 塩分 を 含み トウ ゴウ ヤブ カ の 発生 が 見 られ 
た . あら ゆる 人 工 容器 に ヒト スジ シマ カ が 発生 し て い 


た が シロ カタ ヤブ カ は 男 島 の 樹 洞 Fig. 5) で 数 個体 の 
、 幼虫 を 採集 し た に すぎ な か っ た ・ 日 当り の よい グラ ン 
ド プ ー ル に 好 ん で 発生 する コガ タ ア カイ エ カ や シナ ハ 


マダ ラ カ の 好適 な 発生 水城 は 全く 見 られ ず , 今回 採集 
され た シ チバ マダ ラ カ と コガ タ ア カイ エ カ は ヒ ト ネ スジ 


シマ カ と 共に 女 島 の a ング リー ト 水 槽 (2 mx2.5mx 


1m, Fig. 4) K3E/EU TOR. と の 水槽 は 旧 日 本 
軍 が 使用 し た と 言わ れ , 現在 は 使っ て な く , モク タチ 


。 パナ の 本 の 中 に 放置 され , 雨水 が 溜り 。 水面 に は 落葉 
DEO, 日 中 で も る 薄暗い. 恐らく 年 中 水 は 絶え な い 思 
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われ る . FRICHS, woe HUE 
か 1 個体 し か 発見 出来 な か っ た 。 コ ガタ アカ イエ カ は 
令 か ら 高 令 ま で 各 ス テー ジ の 幼虫 と 幅 が ヒト スジ シ 
マカ と 同様 高密 度 に 発生 し て いた 。 233m の 女 島 山 の 
頂上 附近 に も 数 個 の 同様 な ュ コンクリート 水槽 が 直接 日 
光 に 蝶 さ れ て 放置 し て あっ た が , 救 の 発生 は 全く 見 ら 
れ な か っ た . カノ ウ ア ブ の 発生 源 は 林間 の 流水 の ゆる 


や か な 水流 に 沿っ た 泥 地 の 様 で ある 。 女 島 (に は と の 様 


な 発生 源 は 全く 見 られ な か っ た が 男 島 は 前 述 の 様 に 水 
量 が 豊富 で 本 種 の 好適 な 発生 源 の 存在 は 充分 考え られ 


る . それ 故 女 島 の 個体 は 男 島 か ら 飛 ん で 来 た も の と 考 


えら れる . 現在 女 島 に は ある 漁業 会 社 の 基地 が 出来 , 

_ 小屋 が 数 軒 建っ て いる . 便所 も 出来, 毎年 春 か ら 初 夏 

E ON 
・ FPKEPEÆERCHORECE U 72 TRIAS SEO 5 

T idu RN gis 

も 近い の で は な いか と 思わ れ た . 

AB ICHAT SB Ch, アブ の 吸血 源 に な り 得 


る の は ます 鳥類 が 考え られ る . 本 群島 で 夏期 棲息 が 確 
誰 さ れ て いる 人 烏 は 加 床 等 (1968) に よる と オオ ミズ ナ 


ギド リ , メ ジロ , カ ラス バ パト, ハシ ブ ト カラ ス , ハシ ボ 
ノ カ ラス , イソ ヒヨドリ , キセキレイ, トビ, シ ジ ュ 
ウ ガ ラ , ヒヨドリ , ゴイ サギ な ど 11 種 が 記録 され て い 
る が 渡り 鳥 や 旅 鳥 が 相当 数 渡来 し , 一 時 棲息 す る と 言 
われ で て いる 、 今回 の 調査 で も カツオ ドリ (Fig. 3) や 


オオ ミズ ナギ ドリ の 大 和 群 が 観 察 さ れ た . オオ ミズ ナギ © 


ド り は 丁度 抱卵 期 で 地 中 で 昼間 抱卵 中 の 鳥 より 吸血 す 


る ヒト スジ シマ カ や シロ カタ ヤブ カ が 観察 され た . 海 . 


岸 の いた る 所 で 発生 に てい る トウ ゴウ ヤブ カ も 鳥類 が 
主要 な 吸血 源 と 考え られ る が , 調査 期間 中 夜間 調査 隊 


を 襲う 四 は 殆 ん ど な く , 数 回 お おこなっ た バイ テ d EE 


コレ クシ ョ ン で も 憧 か 2 個体 の トウ ゴウ ヤブ カ が 飛来 
し た に すぎ な い . 本 種 は 無 吸 血 産 族 を する 性 質 を 有 す 


る と と が 知ら れ て お のり (Lien, 1960, Laurence 1964, 


大 森 等 1962) ABO b o zo v7 d MM MEINE 
を 有する と 考え られ る . 03 LESU0 (BOSE 54] 


虫 を 持ち 帰り , 自然 条件 下 で 約 20 日 間 砂 糖 水 (2 %) で — 


飼育 し た が 全く 無 吸血 産卵 は し な か っ た し , それ ら の 
30 個 体 を 解剖 OO 


D, V 期 卵 を 有する 個体 は 全く 見 られ な か っ た . 

KRE (1962) は 長崎 産 の 本 種 の 無 吸 血 産 卵 は 寒い 
季節 (平均 気温 13?C) に 出現 率 が 高い と と を 報告 し て 
いる . 今回 女 島 より 持 帰っ て 羽化 させ た 成虫 は 長 時 間 , 
大 波 に 揺 ら れ 可 成り 弱っ て いた が , 長崎 産 の 個体 j 比 
べ て 吸血 率 , 交尾 率 も 悪く , 継 代 す る と と は 出来 な か 
っ た 。 本 種 の 吸血 性 , 交尾 行動 な ど は 各々 地方 , 季節 
で 少し づつ 異な っ て いる 様 で ある . BIG cy d 
が 吸血 源 と し て 考え られ る . クマ ネズ ミ , アカ ネズ ミ 
の 棲息 が 知ら れ て いる が 棲息 密度 も 低く , 夜間 活動 性 


| な の で トウ ゴウ ヤブ カ の 吸血 源 に な る と と は 少な いで 


555. 鳥類 を 除い て 最も 個体 数 が 多い 動物 は トカ ゲ 
で 森林 内 , 海岸 で 頻繁 に 出会っ た . 宮城 (1972) kÈ 
験 室内 で 絶食 中 の トウ ゴウ ヤブ カ に 肥 虫 類 (へ ビ ) を 
与え る と 高 率 に 吸血 する と と を 観察 し て いる . ABC 
は トウ ゴヤ ブ カ の 主要 な 吸血 源 は 主として 鳥類 で ある 
AS, 中 に は 無 吸 血 産 卵 す る 個体 を 含み , 時 に は トカ ゲ 
を も を 攻撃 する 個体 も ある か も し れ な い . 島 の あちこち 
に 大 量 に 発生 する 本 種 の 幼虫 を 観察 し て いる と , と の 
様 に 考え る 方 が 妥当 の 様 に も 思わ れる . 

カノ ウ ア ブ は 昼間 海岸 で 休ん で いる と うる さく 付き 
編 う , と の 群島 で ヒト スジ シマ カ と 並ん で 最も ぉ し つと 
い 吸 血性 昆虫 で ある . 本 種 の 吸血 源 も 鳥類 以外 と は 考 
えら れ な い が , 昼間 活動 する 鳥類 は と れ ら の アブ 人 日 
中 充分 な 吸血 を 許さ な いと 考え られ る . 僅か 5 個体 だ 
が 持 帰っ た カノ ウ ア ブ ( 女 島 産 ) は 口 胞 の relic OF 


FED b OTH b RE LERRO D SMACHSLHE 
SV. 発生 個体 数 が 非常 に 多い と と な どか ら , Bult 


し な く て を 産卵 し 得る 能力 を 有する と 考え られ る . 
渡辺 等 (1971) は イ ヨ シ ロ オ ビア ブ , Tabanusiyoensis 
Shiraki が 無 吸 血 産卵 する と と を 確認 し て いる . AB 
に 発生 する カノ ウ ア ブ も , イ ヨ シ ロ オ ビア ブ て と 同様, 
第 一 回 目 の 産 I k RRITE Ro TOS EM 125 
れる . 

海洋 飛来 と 気候 

東シナ海 に 浮 お 本 群島 は 海洋 飛来 星 虫 の 調査 地 と し . 
て も 格好 な 島 と 思わ れる . 最近 , 朝比奈 等 (1968, 
1969, 1970) は 日 本 本 土 か ら 200<500km 以 上 離れ た 
ARCS SOR Vee ee 


Fig. 4. A cemented container in which Culex tritaeniorhynchus summorosus, HOPES sinensis 


and Aed s albopictus bred, at Meshima. 


Fig. 5. A tree-hole in which Aedes nipponicus bred, at Meshima. 

Fig. §. A tree-hole of fallen trunk in which Aedes. albopictus bred, at Oshima. 

Fig. 7. A seashore rock pool in which a great many of Aedes iogoi found, at BS 
Fig. 8. Tabanus kanoi, a commonest and trouble-some biter in the Danjo Islands. 
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り の 個体 の コガ タ ア カイ エ カ が 含ま れ て いる と と を 報 
告 し て いる . X, 和田 等 (1969) や 森谷 等 (1971) の 
調査 か ら も 本 種 は 長 距 離 を 移動 飛 贅 する と と が 明らか 
. だ な っ て 来 た 。 今 回 の 調査 で 棲息 が 確認 され た コガ タ 
アカ イエ カ と シナ ハマ ダラ カ は 発生 源 の 様子 や 島 の 環 
BPS, 恐らく 1 2 ヶ月 前 に 海 を 渡っ て 偶然 と この 鳥 
に 辿り 着き , 由 血 し た 雌 は 水田 な どの 適当 な 産卵 場所 
が 存在 し な いた め コ ンク リー ト 水 槽 に 産卵 し 細々 と 世 
代 を 繰り 返し て いる の で あろ う . と れ ら の 発生 は 1 時 
的 で 恐らく と の 島 で 越冬 する と と は 出来 な いと 考え ら 
れる . 本 和 群島 に は 今回 の 調査 で ウラ ナミ シジミ , アカ 
タテ ハ , タイ ワン キシ タク チバ , ウス パ キ ト ン ボ が , 


又 加 藤 等 (1968) に よっ て スジ グロ カバ マダ ラ や クロ ー 


テア ゲハ な ど が 記録 きれ て いる . H KRCA AM 
言う ウス バキ トン ボ の 大 群 が 乱 飛 し て いた . と れ ら の 


Table 1. 


Mean monthly temperature and precipitation in Danjo Islands, 


— B 


昆虫 は 食 草 が 島内 な いと と , 海 を 渡る と と が よく 知 
られ て いる と と な どか ら 有 明らか 海 を 渡っ て 来 た 昆 虫 
CHS. = 

KARATEA S1 7:19654£2» 6 197 4E EBA, 
雨量 及び 風向 を 第 1 及び 2 表 に 示し た . 年 平均 気温 は 
17.6*C で 長崎 より 約 1 度 高い . 1991 年 の 月 別 風向 は 第 
2 表 の 如く 秋 か ら 冬 (9 月 3 月 ) に か け て は 主 と し 
て NNW, ある い は NW の 風 が 多く , 春 期 (4 月 6 月 ) 
は NW, NNW, SE, ESE な どの 二 方 向 の 風 が 見 ら 
れ , 夏期 (7, 8 月 ) は SW, SE, 又は WSW の 風 が 
多く な る 傾向 が ある , ARB LRA, 波浪 の 日 が 


_ 多く , 平均 風力 10m 以 上 の 日 も 多い . と の 様 に 本 島 は 


昆虫 の 活動 する 6 月 か ら 9 月 まで は 北風 だ け で な く 南 
風 の 日 も 多く , 風 に 乗っ て 来る 昆虫 は 九州 本 土方 面 か こ 


らち ば か り と は 限ら な いで あろ う . 


1965-1971 


~~ Mean Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sept. Oct.. Nov. Dec. | Mean. 
monthly E | 2 
temperature . l TN 
(C). 8.8 8.8 10.9 15.3 19.1 21.6 (25.9 27.9 24.9. 20.5 16.1 10.8 17.6 
occ cn 58.7 90.1 100.7 150.6 82.3 254.4 242.7 144.3 137.7 61.8 91.0 91.8 | 133.6 
Table 2. Number of days of wind directions in each month of 1971 at Danjo Islands . 
Wind No. of day ^ -. 


. directtion Jan. Feb... Mar. Apr. May June July Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. 


E |. 1 DE 
ENE LE 2 2: 
ESE | 1 A(4). 5 
W I) 2 2 

WNW | | 1 1 2 
WSW _ | 2(1) 

S 1 AE 
SE 1 id) 1 — 81) 4 
SW | e. “BCD 4(2) 
SSE |. | 2 2 の BO. 2 
SSW 1(1) | 1 

N | 3 1 2 
NW. 7(3) 1M4) 142) 5 4 
NE | Jeno fnr 2 2 1 
NNE E^. 3 — Que S 1 

NNW | 12(2) 5 2: 5(1) 1 


1 | ーー 1 


1 1 1 1 2 
zA 2 1 
3 7 3 
11) 5(1) 1 
8(2. IAJ. Ll" 4 2 3(1) 
2 1(1) 
3 4 |. Xa) 2 
40) 70) 3 1 1 2 
1 1) 6 
3 1 | | 2 
1 FE, 1 1 
1 1 5 2 8 8(2) 
i 1 7 9 2 
D adj <6 400 . 2 
1<1) 3 44) 61) 8(2) 


In parentheses is given number of day over 10km (m/s) mean wind. 


男女 群島 の 衛生 尾 虫 に つい て 9 


E: 


1972 年 8 月 4 日 か ら 8 月 9 日 まで 長崎 県 五島 列島 の 
福江 島 か ら 南 西 約 70 還 の 海上 に ある 男女 群島 の 衛生 昆 
虫 を 調査 し , 次 の 様 な 2 。 5 の 興味 ある 知見 を 得 た . 

本 群島 に 分 布 する 所 講 衛 生 昆虫 は シナ ハマ ダラ カ , 
ヒト スジ シマ カ ,。 シロ カタ ヤブ カ 。 トウ ゴウ ヤブ カ , 
53223 0 € V ホネ テカ キン パネ 。 ミセ ラニ ンク パ 
35 オオ ラク パカ ノウ ア ワッ ウス ドラ クコ ヨ キ アリ 
ウル シゴ キ ブ リ 。 ツチ ゴキ ブリ の 一 種 , クロ ゴキ ブリ, 
ヅ グ ロカ ミキ リモ ドキ , ハイ イロ カミ キリ モドキ , ア 
オバ アリ ガタ ハネ カク シ の 16 種 で , 内 ヒト スジ シマ カ , 


トウ ゴウ ヤブ カ , クロ ゴキ ブリ 以外 は 本 和 群島 か ら 新 記 © 


録 で ある . | 
トウ ゴウ ヤブ カ と カノ ウ ア ブ は 棲息 密度 が 高い . と 


れ ら の 下 血 源 は 鳥類 以外 は 殆 ん ど な い が 表 ら く 無 吸血 
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